
草
創
期
（
一
九
○
八
’
一
九
二
四
）

東
京
外
国
語
学
校
で
イ
ン
ド
語
の
教
育
が
始
ま
っ
た
の
は
、
一
九
○
八
（
明
治
四
十
一
）
年
に
東
洋
語
速
成
科
で
ヒ
ン
ド
ス
タ
ニ
ー
語

嚇
と
タ
ミ
ル
語
が
取
り
あ
げ
ら
れ
て
以
来
の
こ
と
で
あ
る
。
イ
ン
ド
の
共
通
語
ヒ
ン
ド
ス
タ
ニ
ー
語
、
南
イ
ン
ド
お
よ
び
ア
ジ
ア
・
ア
プ
リ

鞭
力
に
お
け
る
英
領
植
民
地
に
在
住
す
る
タ
ミ
ル
語
話
者
を
念
頭
に
置
き
、
い
ず
れ
か
の
言
語
に
通
じ
た
人
材
の
養
成
は
、
外
交
、
通
商
か

霧
ら
の
要
請
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
○
二
（
明
治
三
十
五
）
年
一
月
三
十
一
日
に
調
印
さ
れ
た
日
英
協
約
、
同
年
七
月
七
日
に
署
名
さ

二
れ
た
日
英
軍
事
協
定
を
含
む
両
国
陸
海
軍
代
表
者
会
議
に
続
き
、
一
九
○
五
（
明
治
三
十
八
）
年
八
月
十
二
日
に
調
印
さ
れ
た
日
英
同
盟

夕陶
協
約
は
、
政
治
同
盟
が
東
亜
と
イ
ン
ド
を
対
象
と
す
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
前
文
で
は
「
（
ハ
）
東
亜
及
印
度
ノ
地
域
二
於

》
ケ
ル
両
締
盟
国
ノ
領
土
権
ヲ
保
持
シ
当
該
地
域
二
於
ケ
ル
両
締
盟
国
ノ
特
殊
利
益
ヲ
防
護
ス
ル
コ
ト
」
（
外
務
省
編
『
日
本
外
交
文
書

一
明
治
三
十
八
年
」
一
九
六
三
年
、
五
九
’
九
三
ペ
ー
ジ
）
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

イ
ン
ド
壼
叩

一
ヒ
ン
ド
ス
タ
ニ
ー
語
学
科
の
時
代

１
草
創
期
と
発
展
期

1075














































